
令和２年度      授業改善推進プラン一覧　   体育
大田区立仲六郷小学校

学年 運動や健康･安全への関心・意欲・態度 運動や健康･安全についての思考・判断 運動の技能 健康･安全についての知識・理解

・体を動かすことの楽しさ、心地よ
さを味わわせ、運動への意欲を高
める。また、友達と共に体を動か
す楽しさを味わう運動を多く取り
入れる。
・主運動につながる補助運動を取
り入れ、主運動にスムーズに入る
ことができるようにする。

・学習カードを活用し、一人一人
がめあてをもって学習に取り組
み、できるようになったことなどを
振り返ることができるようにする。
・グループやペアで運動する機会
を多く設定し、友達のよいところに
気付き、それを生かして運動に取
り組むことができるようにする。

・ボール運動の技能を高めるため
に、ボールを使った様々な動きを
経験させる。特に、投げる力を高
めるために、ボール投げ運動の機
会を多く設ける。
・一人一人の運動量を確保するた
めに、場の使い方を工夫した授業
を行う。

・心の健康やけがの防止など、学
習したことを生活に生かすことが
できるように、実生活に当てはめ
た場面で、自分で考え行動ができ
るようにする。
・ワークシートを活用して「早寝
早起き　朝ごはん」等の取り組み
を意識させ、規則正しい生活を送
ることができるようにする。

観点

１
年

２
年

・体を動かす楽しさを味わい、意
欲的に活動できるように、めあて
をしっかりもたせる。
・振り返りの時間をもち、自分の成
長を感じられるようにする。
･多様な運動例を授業で紹介し、
休み時間にも遊びながら取り組め
るようにする。

・基本的な動きを身に付け、体力
を養う。体全体を使う運動や機
械・器具を使う運動など様々な運
動遊びを取り入れるようにする。
・準備体操の中で柔軟体操も取り
入れるようにする。
・ボールの扱いに使い慣れていな
い児童が多いので、的あてゲーム
などを積極的に取り入れるように
する。
・場の設定を工夫して、一人一人
の運動量を十分確保できるように
する。

・楽しく遊ぶことができる場や遊び
方を選べるようにする。
・友達のよい動きを見つけられる
ように、場の設定を工夫するととも
に、良い動きのポイントを確認す
るようにする。
・安全に活動できるように正しい
運動の仕方や用具の使い方を理
解する。

･多様な運動例を紹介し、休み時
間にも遊びながら取り組めるよう
にする。
・準備運動の中にいろいろな動き
を取り入れ、継続的に行わせるこ
とで、できるようになった喜びを意
欲につなげる。
・関心をもって取り組めるような運
動の場の設定（用具・場所等）を
工夫する。

・運動を楽しむための仕方や競争の
ルールを実態に合わせて工夫する。
・遊び方を選んだり、友達のよい動き
を見つけたりできるように、場の設定
やグループを工夫する。
・めあてをもって運動に取り組むことが
できるようにワークシートなども活用し
て、成果を自己評価できるようにする。
・めあてをもって自ら工夫して取り組め
るような、学習活動を設定をする。

６
年

５
年

４
年

３
年

・男女の体の成長・変化に対して
正しい知識をもち、体を健やかに
成長させるために、自分にできる
ことを実践させていくようにする。
・日々の生活指導や給食の時間
を活用し、「早寝　早起き　朝ご
飯」の指導を継続的に行い、児童
が主体的に取り組めるようにす
る。

・体を動かす喜びを多く体験させ、
運動への関心、意欲を高める。
・友だちとかかわり合って運動す
ることで、集団で運動する楽しさを
実感できるようにする。
・競い合う楽しさが味わえるよう、
学習過程やゲームを工夫する。

・運動を安全に行うために、正し
い運動の仕方や用具の使い方を
理解し、使いこなせるようにする。
・学習カードを活用して、運動につ
いてのめあてや工夫を記入しなが
ら取り組み、ふり返りができるよう
にする。
・考えたことや工夫したことを、友
達に伝えられるようにする。

・体を動かすことの楽しさを味わ
せ、運動への関心、意欲を高め
る。
・グループ学習を取り入れ、友達
と集団で活動する際にはルール
を守って、安全に注意しながら協
力して活動できるようにする
・関心をもって取り組めるような運
動の場の設定（用具・場所等）を
工夫する。

・主運動につながる補助運動や感
覚づくりの時間を取り入れ、主運
動が高まっていくようにする。
・今もっている力で学習が楽しめ
るよう単元計画を工夫し、第１時
では「やってみたい」「できるように
なりたい」という意欲と見通しがも
てるようにする。

・基本的な動きを身に付け、体力
を養う。特に、投力や握力、腹筋
の弱い児童やボールの扱いに慣
れていない児童が多いので、準備
運動の中に強化する運動遊びを
積極的に取り入れ、楽しみながら
体力や技能が伸びるようにする。
運動量も十分に確保する。
・中学年になることを見通して、技
能の向上を目指す。

・日頃から基本的な生活習慣を身
に付けさせるために、健康な生活
について理解させ、食事・運動・休
養・睡眠の調和が取れた生活が
できるように環境を整える。

・運動を安全に行うために、正し
い運動の仕方や用具の使い方を
理解し、使いこなせるようにする。
・学習カードを活用し、一人一人
がめあてをもって学習に取り組
み、振り返りができるようにする。

・基本的な動きや技能を身に付け
るために、走る・跳ぶなど動きを繰
り返しトレーニングできるようなの
活動を取り入れる。用具・場の設
定・ルールの工夫をする。
・投力や握力、腹筋の弱い児童や
ボールの扱いに慣れていない児
童が多いので、準備運動の中に
強化する運動や動きを積極的に
取り入れ、楽しみながら体力や技
能が伸びるようにする。
・運動量を十分に確保する。

・運動の技能を高めるためにも、１
時間内の児童の運動量を確保す
る。
・どの領域でも、運動の構造をお
さえて、児童のつまずきが把握で
きるようにし、技能の習得がすす
むように工夫する。

・学習したことを生活に生かすた
めに、病気を予防する有効な手段
を考え、学習したことを生活に生
かせるようにする。
・手洗い・うがいの徹底を図り、清
潔な生活を送れるように意識させ
る。
・ワークシートを活用して、「早寝・
早起き・朝ごはん」の意識を高め、
規則正しい生活を送れるようにす
る。

・グループ学習（教え合い）を取り
入れ、友達のよい動きや運動の
工夫に気付いたり、それを生かし
たりして運動に取り組めるように
する。
・学習カードを活用し、一人一人
がめあてをもち、振り返りをすると
ともに、教師が評価を加えなが
ら、的確な課題がもてるようにす
る。
・ICTを取り入れ、自分の動きや
チームの課題を視覚化し、課題を
つかみやすくする。

・基本的な動きや技能を身に付け
るために、走る・跳ぶ・ボール操
作・柔軟・敏捷性を高める動きを
繰り返しトレーニングできるような
活動を取り入れる。
・教具、場の設定、規則の工夫を
する。



６
年

・主運動につながる補助運動や感
覚づくりの時間を取り入れ、主運
動が高まっていくようにする。
・今もっている力で学習が楽しめ
るよう単元計画を工夫し、第１時
では「やってみたい」「できるように
なりたい」という意欲と見通しがも
てるようにする。

・運動の技能を高めるためにも、１
時間内の児童の運動量を確保す
る。
・どの領域でも、運動の構造をお
さえて、児童のつまずきが把握で
きるようにし、技能の習得がすす
むように工夫する。

・学習したことを生活に生かすた
めに、病気を予防する有効な手段
を考え、学習したことを生活に生
かせるようにする。
・手洗い・うがいの徹底を図り、清
潔な生活を送れるように意識させ
る。
・ワークシートを活用して、「早寝・
早起き・朝ごはん」の意識を高め、
規則正しい生活を送れるようにす
る。

・グループ学習（教え合い）を取り
入れ、友達のよい動きや運動の
工夫に気付いたり、それを生かし
たりして運動に取り組めるように
する。
・学習カードを活用し、一人一人
がめあてをもち、振り返りをすると
ともに、教師が評価を加えなが
ら、的確な課題がもてるようにす
る。
・ICTを取り入れ、自分の動きや
チームの課題を視覚化し、課題を
つかみやすくする。


